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今月のおしらせ
『動物園でハッピーニューイヤー』

２０２２年１月１日（土）～１月３日（月）
☆開園時間：１０時～１５時☆（入園は１４時３０分まで）

『動物たちに年賀状を送ろう』
年賀状の受付期間：２０２２年１月１５日（土）まで

くわしくは須坂市動物園のホームページや公式ブログをみてね

２０２２
月刊

１月の休園日：１１日（火）、１７日（月）、２４日（月）、３１日（月）

あけましておめでとうございます！
2022年は「 （とら）年」！

↑
動物園

ホームページ

＼ 須坂市動物園オリジナルカレンダーもトラ！／

2022年の干支「寅年」にちなんで、今回のカレンダーは須坂市動物園で飼育して
いるベンガルトラの“臥桜”（オス）と“未桜”（メス）がモデルです。
カレンダーは1枚100円、サイズはB2拡大版です。
このカレンダーは、須坂市動物園の正面口、南口の各窓口で購入できるほか、
須坂市まちづくり課（須坂市役所本庁舎3階）や須坂市観光協会（シルキー2階）
でも販売しています。
飼育員が撮影した迫力のある写真はお家に飾ったら毎日トラに会えた気分になれ
ますね♪
ぜひ、お家でも動物園でも寅年の1年を楽しんでください。

須坂市動物園で皆さまが安全で安心してお楽しみいただくために、新型コロナ
ウイルス感染症の感染予防および拡大防止にご理解、ご協力をお願いいたします。
詳細は須坂市動物園ホームページ【来園されるお客様へのお願い】をご覧ください。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、イベント内容を縮小しています。



～ラマ「ココア」の新生活～
現在1頭で飼育しているココア（メス）のため、2021年10月下旬に今まで何もなかった
運動場を楽しめるように改善しました。生息地であるアンデス山脈の標高3000mを再現
するのは難しかったので、丘を作り、上り下りができるような傾斜をつけることにしまし
た。
新しくして約2か月が経った今、丘の上に大好物のキャベツを吊るすと、首を長く伸ばして
食べたり、届かないところにあるエサは体で木をゆすって落としてから食べたりする姿が
みられます。また、ラマの特徴でもある上唇をうまく使い、網目のあるエサカゴから器用
に取り出して食べる姿が近くでみられるようになりました。
ココアにとっていい暇つぶしになっているのではないかと思います。
これからまだまだ楽しく生活できるように考えていく予定です。
動物園に遊びに来た際は、ココアがどんな行動をしているか、ぜひ見てみてくださいね！

ラマ担当 山口友里

須坂市動物園／臥竜公園管理事務所
℡０２６－２４５－１７７０ ＦＡＸ０２６－２４８－１７９３

～ペンギンは寒さが得意！？～
冬本番、毎日寒い日が続きますね。
動物園には寒さの得意な動物もいれば苦手な動物もいます。
「ペンギン」というと「氷の国に住んでいるから寒さが得意！」と思う方もいるかと思い
ます。確かに半分正解です。
ペンギンの中には寒い南極に住む種類のペンギンもいます。
しかし、須坂市動物園にいる「フンボルトペンギン」は南極には住んでいません。このペ
ンギンは暖かいところに生息する温帯性のペンギンで、ペルーやチリに生息しています。
どちらかといえば暑さに強く、寒さが苦手な動物です。とはいっても、須坂の気温なら冬
も暖房を使用せずに元気に外で過ごすことができます。見た目はあまり暖かそうではあり
ませんが、ペンギンたちの体には羽毛がびっしり生えていますので、保温・防水はバッチ
リですよ。

フンボルトペンギン担当 矢嶋里歩

～モルモットを知ろう♪～
ふれあい動物としてなじみのあるモルモット。
齧歯目（げっしもく）テンジクネズミ科で、カピバラの仲間でもあります。
ネズミと言ってもモルモットは完全草食性で魚やお肉は食べません。また、しっぽもありませ
ん。よくハムスターと間違われてしまいますが、ハムスターは（草食に近い）雑食性で、小さ
な昆虫なんかも食べます。大きさも、ハムスターは大人の片手に収まるほどの小ささですが、
モルモットは大人の両手ほどの大きさです。
モルモットは臆病で慎重派。我慢強さもあります。
基本的に大人しい生き物ですが、個体によって性格は様々です。やんちゃな子やおしゃべりな
子もいますよ。人間も動物も個性があるから面白いですよね。
昼間でも眠っている子、草をむしゃむしゃ食べている子、他の子にちょっかいを出している子
など色々いると思います。
モルモットだけじゃなくどの動物も、立ち止まって数分、数十分。じっくり観察してみてくだ
さい。面白い発見があるかもしれません。

モルモット担当 谷川冴香


